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TD 　駐車券発行機 1台 AP 　全自動料金精算機 1台 CG 　カーゲート 2台

ループ巻数 4巻 または 6巻

リード線長

仕　　様

品　　　名 AM－LC－CYケーブル

標準6m、10m　　最長15m

LC 　ループコイル 4面

リード部

コイル巻数

駐車券

形　　状 自立型　防雨構造

材　　質

塗 装 色

質　　量 約85kg

AC100V±10％　50/60Hz

消費電流

電　　源

仕　　様

定格：2.7A(乾燥ランプ付)

鋼板製

日塗工F19-75X近似色(黄色) 全艶/模様有

をおとりください
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表示部

手動発券釦

定期券挿入口
駐車券発行口

GT-2800i

入場

発券

自立型　防雨構造形　　状

材　　質

塗 装 色

質　　量

本体：鋼板製　ゲートバー：グラスファイバ－

消費電流

電　　源

仕　　様

約60kg

日塗工F19-75X近似色(黄色) 全艶/模様有

AC100V±10％　50/60Hz

定格：1.9A
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ゲートバー(クッション材付)(赤/白)

超音波感知器

NT-1540

アンテナ内蔵BOX

長与町町営有料駐車場

機　器　姿　図

日付

縮尺

図番 分割番号 図名

名称
　訂正事項

承認 検図 設計

一車路一方向

出入口同一基礎

参 考 図

ブ ザ ー

形　　状

回 転 灯 LEDによる回転動作

壁付型　防雨構造

材　　質

質　　量

塗 装 色

電　　源

仕　　様

消費電流

取付ケース、マクラ：鋼板製　

0.1A

AC100V±10％　50/60Hz

WL 　回転警報灯 1台

黄色回転灯

ブザー

ブザー×1(音量調整機能付)

回転灯グローブ：アクリル樹脂製(黄色)

本体：日塗工F19-75X近似色(黄色) 全艶/模様有

約3kg(回転灯及び取付ケースのみ)

表　　示

形　　状 自立型　両面表示

仕　　様

電　　源

材　　質

表面仕上

外装ケース：アルミ押型材(アルマイト仕上：シルバー)

支柱部：溶融亜鉛メッキ処理

表示部：アクリル成型板 

支柱：角形鋼管製　　ベース：鋼板製

AC100V±10％　50/60Hz

その他は常灯(LEDバックライト)

「満/空」表示は□320mmLED切換表示(減光機能付)

□100

青

Pマーク(白)

配線接続部

LED表示
満：赤文字
空：緑文字

黒

質　　量 約23kg(本体のみ)

消費電力 38W (消費電流：0.38A)

換気孔(片面)

ES 　入口表示灯 1台

※ESのポールに取付

形　　状 自立型　防雨構造

材　　質

塗 装 色

質　　量

電　　源

仕　　様

消費電力

鋼板製

AC100V±10％　50/60Hz

定格：62W

約151kg

日塗工F19-75X近似色(黄色) 全艶/模様有
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表示部

紙幣挿入口

カード挿入口

釣銭、
領収証取出口

硬貨投入口

モード切替スイッチ
兼 操作部開閉用錠

操作部カバー

ICクレジット
カードリーダー

GT-4700

領収証・おつり

領収証発行

駐車券紛失

とりけし

精算

駐車券
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特記事項
・本設置図は、「設計条件」を前提とします。
 条件と異なる場合には基礎形状が変更になります。
・使用する保護フードは「◇保護フード形状概略図」に記載の形状を
 前提とします。前提と異なる場合には基礎形状が変更になります。

TD

M12×4本 M12×4本

AP

M12×4本 M12×4本

CG1

CG2

X X'

C200×4ヶ所

IN

OUT

基礎詳細図 SC.1/30(A1),1/60(A3)

a:アンカーボルト位置

b:配管立上り範囲

X-X'基礎 詳細図 SC.1/30(A1),1/60(A3)

RC-40

面木
C-20

配管 カゴ型配筋
D10@200相当

▽GL

風速（Vo） T寸法

36m/s以下

38m/s以下

40m/s以下

42m/s以上

300mm

350mm

400mm

個別設計

【基礎寸法一覧】

34m/s以下 250mm

保護柵、保護ポール基礎 断面図

SC.1/30(A1),1/60(A3)

※設置位置は現場合わせとする。

ES基礎 詳細図 SC.1/30(A1),1/60(A3)

風速（Vo） ?寸法

36m/s以下

38m/s以下

40m/s以下

42m/s以上

800mm

850mm

900mm

個別設計

【ES基礎寸法一覧】

34m/s以下 800mm

アンカーボルトの規定

M12 M16

●あと施工アンカーボルトを採用する場合は以下の事項を厳守すること。

　①_基礎が所定の圧縮強度を有する鉄筋コンクリートであること。

　②_基礎にヒビ割れや著しい劣化が発生していないこと。

　③_施工は有資格者 又は 相応の技術を持ち合せている者が行うこと。

　④_採用するアンカーボルトの施工方法に則して適正に施工すること。

　⑤_原則として、めねじ形の後施工アンカーは使用しないこと。

駐車場設備を固定するアンカーボルトの規格

▽GL

▽GL ▽GL

a:アンカーボルト位置
b:配管立上り範囲

カゴ型配筋
D10@200相当

配管
面木
C-20

▽GL

RC-40

b:φ80

M12×4本

設計条件／注意事項

〔設計条件〕
　・風速条件　 ：基準風速＝34m/s【地表面粗度区分Ⅲ】
　・基礎設計① ：設計用想定地耐力＝ 【長期】30kN/㎡以上
  　　　　　　　　 液状化、不同沈下、凍結深度の影響がない地盤を想定
　・基礎設計② ：コンクリート設計基準強度＝ FC21N/?以上
　・基礎設計③ ：基礎造成方法＝ 公共工事標準仕様書建築工事編を参照

〔注意事項〕
　・アンカーボルト類は溶融亜鉛メッキ製 又は ステンレス製を選定してください。
　・アンカーボルトのナット固定はバネ座金などの戻り防止を施してください。≪右記図A参照≫
　・ボルト部が露出する機器については悪戯防止を施してください。≪右記図A参照≫
　・機器内部配線用の配管立上げ寸法を確保してください。≪右記図B参照≫
　・各機器へのリード線長は1.5m、表示灯機器のリード線長は5m程度確保してください。
　・機器間の配線系統は別紙系統図を参照してください。

≪安全に関する注意事項≫
　・車両の入出ゲート車路に歩行者や自転車が進入しないよう保護柵・保護ポール等により区画してください。
　　また、駐車場内に駐車場利用者の入出用通行路を設けてください。
　・ループコイルセンサーの周囲にグレーチング等の金属物がある場合は、センサー機能低下及び誤検知の原因になります。
　　グレーチング等の金属物との離隔距離を500mm程度確保してください。
　・入口表示灯は前面道路の走行車両より目視確認できる場所に設置計画してください。
　・出庫警報灯、回転警報灯は前面道路の走行車両及び付近を通行する歩行者より目視確認できる場所に設置計画してください。

バネ座金

袋ナット

塩ビキャップ

コーキング充填

配管

図A 戻り防止 及び 悪戯防止

図B 配管立上り

ネ
ジ
部

ネ
ジ
部

▽基礎天端

記　号 名　　　　　　称 備　　　考 数　量

TD 1

AP 　全自動料金精算機 1

CG 　カーゲート 2

LC 　ループコイル 4

ES 　入口表示灯 1

WL 　回転警報灯 1

　駐車券発行機

設置図 SC.1/50(A1),1/100(A3)
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路
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界
線

IN

LC1

LC2

TD

ES,WL

保護柵

CG1

LC4

LC3

CG2 AP

保護柵

OUT

ESポールに取付
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一車路一方向

出入口同一基礎
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ES

LC1

LC

2

TD CG1

CG2 AP

OUT

IN

(PF22)
(PF22)

CV2sq-3C
FCPEV-S0.9-5P 

CV ※ sq-3C

CV ※ sq-3C

分電盤(施工手配)

お客様手配または電気工事手配

(PF16)FCPEV-S0.9-1P 
(超音波同期線) 

1φ2W
AC100V
MCCB　2P30AT

①入口機器

②出口機器

ELCB 2P20AT(30mA)

〔設計条件〕

 ・基準／法規　：配管／配線の選定、機器の配線接続は以下に準拠

　　　　　　　　　●電気設備に関する技術基準を定める省令 及び 電気設備の技術基準の解釈

　　　　　　　　　●公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

　　　　　　　　　●内線規程

〔注意事項〕

 ・上記設計条件とは異なる場合は当系統図面の適応外となります。

 ・分電盤は工事の請負範囲に応じて計画してください。

 ・分電盤等で接地されている場合は、機器の接地工事は必要ありません。

　 分電盤の接地線を各機器に接続してください。

 ・〇〇図示部の配管選定は、機器の配置計画に合せて計画をしてください。

 ・PF管で露出配管となる場合は、PFD(二重管)を使用してください。

 ・照明の点滅方式は、現地状況に合せて計画してください。(EEスイッチ、24Hタイマー、両方の併用等)

 ・機器内部の結線工法については、施工要領書／標準作業書等の工事施工の資料を参照してください。

　入口表示灯

　回転警報灯

　カーゲート

　ループコイル

　全自動料金精算機

　駐車券発行機

　分電盤

　D種接地工事

施工手配

施工手配

記　号 名　　　　　　称 備　　　考 数　量

TD

AP

CG

LC

ES

2

1

1

1

4

2

1

1

WL

(○○)

(○○)

〔凡例〕分電盤回路イメージ

①入口機器

②出口機器

　EEスイッチEE 1施工手配

ELCB 2P20AT(30mA)

(PF22)
(PF22)

CV2sq-3C
FCPEV-S0.9-5P 

EE

LC3LC

4

KPEV-SB0.5sq-2P (PF22)

　露出かつ屋外

　露出かつ屋内

　コンクリート埋設

　地中埋設

配管の選定条件 選定管

FEP管

PF管

G管

C管

(FEP**)

(PF**)

(G**)

(C**)

凡例

【配管選定の凡例】

　ループコイル

　リード部
PF管 LC

(PF16)

①入口機器

分岐回路の

消費電流合計(概算)

電流に対する最大配線こう長

3.5sq 5.5sq

【分電盤～機器間電線の配線こう長一覧：CVケーブル※】

②出口機器

7 A

9 A

28 m

21 m

44 m

34 m

(Eタイプ)

FCPEV-S0.9-1P 
(FEP30)

CVV2sq-6C

(200mを超える場合は
 別配管とすること) 

WL

(PF22)CV2sq-3C

長与町町営有料駐車場
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参 考 図
一車路一方向

出入口同一基礎

ParkingWeb

CV2sq-3C (FEP30)
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